
 

 

 

流行性角結膜炎（はやり目）はアデノウイルスが原因となる目の病気です。 

★感染力が強く、集団感染をおこします。 

【原因】アデノウイルス 

【潜伏期間】２～14日 

【感染経路】患者との接触で、主に手を介した接触により感染します。 

ウイルスにより汚染されたティッシュペーパー、タオル、洗面

器などに触れることで感染します。 

【症状】・目の充血や、涙、目やにが出たり、まぶしさを感じることがあります。 

・耳の前のリンパ節が腫れ、痛みを伴うこともあります。 

・子どもの場合は、熱が出ることがあります。 

 

 

 

 

 

 

●日常生活で気をつけること 

◎流水でよく手を洗う 

◎手で目をこすらない 

◎タオルの共用は避ける 

◎目はティッシュペーパーなど使い捨てのもので拭く 

◎お風呂は患者が最後に入る 

●消毒方法 

手指 石けんなどを用いた十分な手洗い 

※消毒用エタノールは消毒に長時間かかりますが、手洗い後、速乾式すり込み

式手指消毒剤を使用することで追加効果があるとされています。 

器具類・リネン類 次亜塩素酸ナトリウム、煮沸 

環境 ドアノブや患者の触れたものは消毒用エタノールなどでふきとり

（二度拭き） 

 

◎お問い合わせ 

各区保健福祉センター 

大阪市保健所感染症対策課 TEL ０６－６６４７－０６５６ 

流行性角結膜炎（はやり目）と診断された場合は、他の人への感染を防ぐために、 

きちんと治るまではお休みしてください。 

≪参考≫●学校保健安全法における出席停止期間 

医師から感染のおそれがないと認めるまで 

●保育所における感染症対策ガイドラインにおける登所（園）のめやす 

     医師から感染の恐れがないと認められるまで（結膜炎の症状がなくなってから） 


